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【表３ “S-７step法”活用の有効性の検討結果－成果と課題－】 
で、リーダーの示した課題をグループで行い、そのとき
の気持ちを率直に語り合うこと「心と心のキャッチボー
ル」を通して、徐々にエンカウンター体験を深めていく
もので、「集団は教育者である」の理念を持ち、人間関
係づくりや、自己肯定感の育成等に大きな効果を上げ
る。リーダーは、個人の内面の動きや集団の動きを把握
しながら、絶えず臨機応変な対応が求められる。したが
って、ＳＧＥのリーダーは、アクティブ・ラーニングの
中核にある「対話的な学び」をリードするアクティブ・
ラーナーそのものと言える。「ＳＧＥ（Structured Group
Encounter）公認リーダー」は、教育カウンセラー協会認
定の資格である。
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